
　

12年
間
の
千
葉
市
長
と
し
て
の
実
績
と
県
民
の
期
待
を
背

に
第

21代
千
葉
県
知
事
に
就
任
し
た
熊
谷
俊
人
氏
。
１
４
１
万

票
と
い
う
史
上
最
多
の
票
数
を
獲
得
し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
問
題
を
は
じ
め
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
今
回

25周
年

特
別
対
談
と
し
て
、
小
紙
編
集
部
今
村
敏
昭
が
新
知
事
に
鋭
く

切
り
込
む
。

◎千葉市美術館
福田美蘭展

現代美術家の福田美蘭は誰もがよく知る美術作品

などを独自の視点で改変し、新たな見方を提示して

きました。2013年以来の大規模個展となる本展で

は、日本美術をテーマに38点を展示。だまし絵や描

き表装、３D画像など視覚を揺さぶるトリックも用

いて鑑賞の常識を覆す新しい見方を提示します▼

日時・10月2日(土)～12月19日(日)10時～18時(金・

土曜は20時まで)▼休館日・10月4日(月)・11月1日

(月)・12月6日(月)▼観覧料・一般1,200円（960円）、

大学生700円(560円)・小中学生、高校生無料＊障害

者手帳をお持ちの方とその介護者1名は無料＊（ ）

内は前売り、市内在住65才以上の方の料金★10月18

日(月)は「市民の日」につき観覧無料▼問い合わせ

・℡043-221-2311(代表)千葉市中央区中央3-10-8

◎結婚支援フォーラム「良縁親の会」

親同士による代理お見合いの会

▼開催日時・9月20日(月・祝）受付13時から/開催13

時20分～15時30分▼開催場所・千葉市文化センター

セミナー室（5F）千葉市中央区中央2-5-1▼定員・70

名先着順▼参加費・お一人様13,000円（会場費、名

簿作成費含む）▼募集内容・独身の子供を持つ親御

様★申込方法・お電話かHPにてご請求下さい。参加

申込書をお送りします。▼申込締切・9月10日(金)＊

申込書及び参加費必着▼主催、問合せ・一般社団法

人良縁親の会・京都市下京区月鉾町 39-1℡

075-213-0506 FAX075-213-0566

◎放送大学千葉学習センター公開講演会

変な石（変成岩）の変な話

足下の石は玄武岩や花崗岩などの火成岩、砂岩や

石灰岩など堆積岩の他に変成岩と呼ばれる一群の

ものに区別されます。変成岩は地下深部で作られる

ため、でき方や地表に現れるしくみについて分かっ

ていないことが多く、あまり馴染みのないものかも

しれません。しかし人類がたどり着けない地殻の深

部に関する様々な知見をもたらしてくれる貴重なも

のです。この講演では変成岩、特に大陸同士の衝突

による巨大な造山帯の深部でできた変成岩について

紹介します。★講師・廣井美邦（千葉大学名誉教授）

▼日時・9月12日(日)13時30分～15時（ZOOM接続開始

13時）▼場所・千葉学習センター＋ZOOM（選択可能）

定員・対面45名/ZOOM200名(参加費無料)▼問合せ・

放送大学千葉学習センター℡043-298-4367 後援・千

葉市教育委員会

◎穴川コミュニティセンター

①モバイル教室

スマホの操作方法などを実機を使いながら学びま

す。▼日時9月27日(月)9時30分～10時30分▼対象・

65才以上、定員先着5人

②税金に関する正しい講座

税金の仕組みについて話します▼日時・9月28日(火)

14時～15時30分▼対象・20才以上、定員先着30人

▼①②共、申し込みは直接電話で穴川コミュニティ

センターへ℡043-284-6155

◎長沼コミュニティセンター

長沼ジャズコンサート秋

日曜の午後に、ジャズで優雅な時間を過ごしません

か。▼日時・9月19日(日)13時30分～15時30分▼定員

・先着60人▼申し込み・9月18日(土)までに直接また

は電話で▼問合せ＆申し込み先・長沼コミュニティ

センター℡043-257-6731/FAX043-257-6732

◎ギャラリー古島

追悼展「戸島甲喜　木象嵌の世界」

9月10日(金)～20日(月・祝)＊9/16(木)休廊

-日常をときめきに変える-平岩共代アートジュエリ

ー展「お守りとマスコット」

9月24日(金)～10月4日(月)＊9/30(木)休廊

★ギャラリー古島

中央区春日2-25-11古島籐家具店2階（JR西千葉駅西

友側徒歩1分）℡043-243-3313/FAX043-241-3041

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、催し物

の内容や開催が変更になる場合がありますので、事

前にご確認を。

千葉 麻雀の王様 代表

　健康麻雀を楽しむ人が集

う中央区登戸の「麻雀の王

様」。代表の三宅一寿さんは

健康麻雀の楽しさを広めな

がら「麻雀のオリンピック」

と呼ばれる世界大会への出

場者を増やすために国際公式ルー

ルの普及活動を続けている。また、

2014年にフランスで開催されたヨ

ーロッパ麻雀選手権大会ではグル

ープ優勝、個人3位など輝かしい功

績の持ち主でもある。

　大学卒業後は金融機関に就職し

転勤が多かった三宅さんが、地元に

戻ってきた2001年、旧岬町（現在の

いすみ市岬町）は世界唯一の麻雀博

物館（※すでに閉館）を活用した町

おこしに取り組んでいた。その年に

初開催され現在も継続中の「いすみ

市岬町ふれあい麻雀大会」は行政主

導の珍しい事例で全国から注目さ

れ、有名なプロも参加する知名度の

高いイベント。三宅さんは初代優勝

者として名を残したことをきっか

けに、麻雀博物館のサークルで国際

公式ルールを学ぶと、競技麻雀の奥

深さに魅せられていった。

　国際公式ルールには81の役があ

り、点数の付け方やルールが大きく

違うため、三宅さんは通勤電車内で

教本を読み、週末には練習を重ね、

2007年に中国で初開催された第1回

世界麻雀選手権大会に出場。その後

は国際審判員や国際指導員として

も活躍し、韓国済州島で行われた第

4回世界麻雀選手権大会では審判長

として携わるなど、世界中の

関係者と絆を深めている。

　国際公式ルールでの麻雀

は、偶然性が低く運は関係な

い純粋な競技だ。通常麻雀と

比べて何倍も頭を使う緻密

な工程や役をそろえたときの快感か

ら、覚え始めると打ち込む人も多く

世界大会では女性も活躍している

が、日本での競技麻雀人口はわずか

約1,000人。「壁になっているのは麻

雀に対するネガティブな先入観で

す。それを払拭するには、まず『賭け

ない・飲まない・吸わない 健康麻雀』

を広め、その上で国際公式ルールへ

移行する人を増やしたいと考えてい

ます。同時に指導者を育て次世代へ

つなげるのも私のライフワークで

す」。

　気さくな人柄に加え、三宅さんの

親切丁寧な教え方は指導者としても

評価が高く、2005年に茂原で、その後

は誉田や千葉で健康麻雀の店を開

業。初心者が麻雀を覚え楽しむ様子

を見るのが幸せだという。「麻雀は友

達が増えるので第二の人生の趣味に

もお勧めです。それに競技麻雀を覚

えれば世界のステージで活躍できる

チャンス。麻雀で人生が変わります

よ」と熱く語った。そして、三宅さん

が強く望むのは世界麻雀選手権大会

を千葉で開催すること。これまで各

国、地域や人とのご縁を大切にしな

がら競技麻雀普及に情熱を注いでき

た、その集大成として夢の実現に向

かっている。【取材　真田はる代】　

三宅 一寿さん (63歳)　いすみ市在住

世界麻雀競技組織委員会 日本国委員 / 国際公式ルール審判員

女性も活躍する競技麻雀の世界ステージ　　　◆◆稲毛新聞25周年＆300号記念　スペシャル対談◆◆

熊谷千葉県知事独占対談が実現

市
政

か
ら

県
政

へ
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県
民

の
期

待
背

に
！

　
稲

毛
新

聞
編

集
部
（
以

下
・

稲
）
本
日
は
ご
多
忙
の
中
取

材
へ
の
対
応
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

熊
谷

知
事

（
以

下
・
知

）い
え

い
え
稲
毛
新
聞
さ
ん
と
の
対

談
で
あ
れ
ば
喜
ん
で
。
今
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
情
報
発
信
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
地
元

密
着
の
情
報
紙
は
非
常
に
大

事
な
存
在
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

稲
・
知
事
選
は
圧
勝
で
し
た

が
ど
の
よ
う
な
知
事
を
目
指

し
ま
す
か
？

知
・
県
民
の
皆
様
方
に
信
頼

し
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
納

得
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
県
政
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
な
ど
山
積
す
る
課
題

に
積
極
果
敢
に
取
り
組
み
、

こ
れ
か
ら
の
千
葉
の
未
来
を

切
り
開
い
て
い
く
施
策
に
つ

い
て
職
員
、
県
民
の
英
知
を

結
集
し
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

稲
・
就
任
し
て
す
ぐ
コ
ロ
ナ

対
応
に
取
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。
知
事
の
立
場
で
ど
ん
な

思
い
を
強
く
し
て
お
ら
れ
ま

す
か
？
最
大
の
課
題
は
何
だ

と
考
え
て
い
ま
す
か
？

知
・
日
々
、様
々
な
課
題
が
出

て
く
る
中
、
県
民
の
命
を
守

る
こ
と
を
最
優
先
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
デ
ル
タ
株
に
置
き

換
わ
り
が
進
み
、
県
内
に
お

け
る
新
規
感
染
者
は
千
人
を

超
え
る
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、医
療
現
場
は

ひ
っ
迫
し
た
危
機
的
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
臨
時
医
療
施

設
の
拡
充
や
酸
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
設
置
な
ど
医
療
提
供

体
制
の
確
保
、
自
宅
療
養
者

の
支
援
な
ど
に
総
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
感
染
拡
大
を
食
い
止

め
る
た
め
、
県
民
の
皆
様
一

人
ひ
と
り
が
感
染
防
止
行
動

に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
強
く
お
願
い
し
ま
す
。

稲
・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
あ
た

り
、
ど
の
よ
う
な
ご
苦
労
が

あ
り
ま
し
た
か
？

知
・
聖
火
リ
レ
ー
に
つ
い
て

は
、
公
道
走
行
が
中
止
に
な

り
、
私
自
身
も
含
め
聖
火
リ

レ
ー
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
き

た
方
々
に
と
っ
て
残
念
な
結

果
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
難
し
い
人
流
を
低

減
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
ラ

ン
ナ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
皆

様
の
気
持
ち
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
か
工
夫
し
ま
し

た
。
ま
た
、大
会
が
無
観
客
で

の
開
催
と
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
感
染
状
況
を
考
慮

す
る
と
や
む
を
得
な
か
っ
た

と
考
え
ま
す
が
、
観
客
の
取

扱
い
を
早
く
決
め
て
も
ら
え

れ
ば
、
選
手
の
応
援
の
仕
方

な
ど
も
っ
と
検
討
で
き
た
部

分
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

開
催
直
前
で
の
苦
労
も
あ
り

　
千
葉
市
は
「
多
く
の
市
民
に

明
る
い
夢
と
希
望
を
与
え

た
」
と
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
体

操
の
萱
和
磨
選
手
（

24）
、
ゴ

ル
フ
の
稲
見
萌
寧
選
手
（

22）、

野
球
の
近
藤
健
介
選
手
（

28）

に
市
民
栄
誉
賞
を
贈
る
と
発

表
し
た
。

　
菅
選
手
は
セ
ン
ト
ラ
ル
ス

ポ
ー
ツ
所
属
で
千
葉
市
美
浜

区
の
出
身
、
体
操
男
子
団
体
で

は
主
将
を
務
め
銀
メ
ダ
ル
獲

得
に
貢
献
、
種
目
別
あ
ん
馬
で

は
ア
テ
ネ
大
会
の
鹿
島
丈
博

以
来

17年
振
り
の
銅
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
。

　
千
葉
市
若
葉
区
に
あ
る
北

谷
津
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
を
練

習
の
拠
点
に
し
て
い
る
稲
見

選
手
は
、
女
子
ゴ
ル
フ
で
出

場
、
通
算

16ア
ン
ダ
ー
で
２
位

に
並
ん
だ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
リ
デ
ィ
ア
・
コ
選
手
と
の

プ
レ
ー
オ
フ
の
末
、
日
本
ゴ
ル

フ
初
の
銀
メ
ダ
ル
獲
得
。

　
ま
た
千
葉
市
緑
区
出
身
で

プ
ロ
野
球
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
近
藤
選
手

は
初
戦
の
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国

戦
の
９
回
、
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
に
繋
が
る
安
打
を
放
っ
た

他
、
メ
ダ
ル
獲
得
へ
の
大
事
な

韓
国
と
の
準
決
勝
に
先
発
出

場
す
る
な
ど
金
メ
ダ
ル
に
貢

献
し
た
。
千
葉
市
民
栄
誉
賞
は

平
成
７
年
創
設
。
マ
ラ
ソ
ン
の

鈴
木
博
美
さ
ん
、
野
球
の
高
橋

由
伸
さ
ん
ら

25人
が
受
賞
し

て
い
る
。

ま
し
た
が
、
大
会
の
開
催
に

向
け
て
関
係
者
と
一
緒
に
進

め
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
得
ら
れ
た
も
の

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
バ

リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
整
備
、

学
校
に
お
け
る
国
際
教
育
、

多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
づ

く
り
な
ど
、
大
い
に
進
ん
だ

の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

稲
・
知
事
が
考
え
て
お
ら
れ

る
千
葉
県
の
大
き
な
課
題
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
か
？

知
・
千
葉
県
を
取
り
巻
く
様

々
な
課
題
に
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
重
要

な
課
題
と
し
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
急

増
す
る
中
、
市
町
村
と
連
携

し
た
感
染
症
へ
の
対
応
や
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
過

去
の
教
訓
を
生
か
し
た
防
災

対
策
の
強
化
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
コ
ロ
ナ
や
防
災
へ

の
対
応
を
は
じ
め
と
す
る
県

の
課
題
を
、
私
は

11の
県
政

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
お
示
し
し

ま
し
た
。

稲
・
選
挙
公
約
の
う
ち
、
早
速

手
掛
け
ら
れ
た
も
の
、
こ
れ

か
ら
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る

も
の
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

知
・
就
任
後
、
県
内
各
地
を
視

察
し
、
市
町
村
長
か
ら
現
場

の
声
を
伺
い
、
ま
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
会
議
に
は
、
千
葉
市
や

市
長
会
、
町
村
会
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
な
ど
市
町
村
と

の
連
携
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
「
防
災
・
防

犯
・
交
通
安
全
対
策
の
強

化
」
、
「
子
育
て
・
教
育
施
策

の
充
実
」
、「
千
葉
経
済
圏
の

確
立
」
、「
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
」

な
ど
各
分
野
に
わ
た
り
早
期

に
実
現
可
能
な
事
業
や
重
点

的
に
実
施
す
べ
き
施
策
に
つ

い
て
、
６
月
補
正
予
算
で
措

置
し
ま
し
た
。
県
政
運
営
で

は
「
未
来
へ
の
投
資
」を
大
事

に
し
て
お
り
、
今
後
も
福
祉
、

教
育
、
経
済
、
雇
用
な
ど
の
政

策
を
通
じ
、
千
葉
の
未
来
を

切
り
開
い
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

稲
・
市
長
を
３
期

12年
務
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
副
市
長
だ

っ
た
神
谷
氏
が
後
任
の
市
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
県
と

千
葉
市
政
の
連
携
が
進
む
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
？

知
・
神
谷
市
長
と
の
信
頼
関

係
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の

県
市
間
で
は
解
決
が
難
し
か

っ
た
県
水
道
と
市
水
道
の
効

率
的
運
営
や
消
防
ヘ
リ
の
連

携
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な

協
議
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま

す
。
県
と
政
令
市
が
連
携
す

る
こ
と
で
千
葉
市
民
は
も
と

よ
り
県
民
全
体
に
も
効
果
が

出
て
く
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

稲
・
お
か
げ
さ
ま
で
稲
毛
新

聞
は
創
刊

25周
年
及
び
３
０

０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
千
葉

市
長
時
代
に
は
何
度
か
登
場

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何

か
一
言
い
た
だ
け
れ
ば
…
。

知
・
ま
ず
は
創
刊

25周
年
及

び
３
０
０
号
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
に
根

差
し
た
生
活
情
報
等
の
発
信

に
よ
り
本
県
の
活
性
化
に
寄

与
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
こ
と

に
改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

も
発
行
を
重
ね
て
い
か
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

稲
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
最
後
に
千
葉
県
民
、
千
葉

市
民
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

知
・
私
は
現
場
主
義
・
対
話
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
皆
様
に

一
体
感
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
、
開
か
れ
た
県
政
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
県
政
へ
の
御

理
解
を
賜
る
と
と
も
に
、
皆

様
の
御
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

稲
・
本
日
は
ご
多
忙
の
中
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
京

五
輪

メ
ダ

リ
ス

ト
萱

和
磨
・
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見
萌

寧
近

藤
健
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に

千
葉

市
民

栄
誉

賞稲見萌寧選手


